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安全データシート 
 

作成日：2017 年 2 月 23 日 

１ 製品及び会社情報 

製品の名称 
オートンシールドライヤー 

推奨用途及び 

使用上の制限 

シーリング材硬化促進剤（エアゾール製品） 

会 社 名 オート化学工業株式会社 

住   所 東京都台東区上野５－８－５ 

電 話 番 号 ０３－５８１２－７３１０ 

緊急連絡先 生産本部 環境品質保証部 

０２９－８３１－０９１３   （ﾌｧｯｸｽ番号 029-831-0923） 

 

 

２ 危険有害性の要約 

重要な危険有害性 

及び影響 
物理化学的危険性 極めて引火性の高いエアゾール 

健康有害性 皮膚、眼に刺激あり。吸入すると有害。 

ＧＨＳ

分類 

物理化学的

危険性 

エアゾール 区分 1 

健康有害性 皮膚腐食性及び皮膚刺激性 区分 1 

眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性 区分 1 

生殖毒性 区分 2 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分 1,3 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分 1,2 

環境有害性 非該当 

※上記で記載が無い危険有害性は、区分に該当しない。 

ＧＨＳ

ラベル

要素 

絵表示  

 

 

注意喚起語 危 険 

危険有害性 

情報 

極めて可燃性又は引火性の高いエアゾール。 

高圧容器：熱すると破裂のおそれ。 

重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷。 

重篤な眼の損傷。 

生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い。 

臓器（中枢神経系、全身毒性）の障害。 

呼吸器への刺激のおそれ。 

眠気又はめまいのおそれ。 

長期にわたる、又は反復暴露による臓器（血液系）の障害。 

長期にわたる、又は反復暴露による臓器（呼吸器系，肝臓，脾臓）の

障害のおそれ。 
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注意書き 全ての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。 

熱、火花、裸火、高温付近での作業をしないこと。 

作業の際は保護手袋、保護眼鏡を着用すること。 

屋外又は換気の良い場所でのみ使用し蒸気の吸入をしないこと。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師の診断を受けること。 

誤って眼に入った場合や皮膚に付着した場合は直ちに清水で十分 

水洗いをすること。異常がある場合は医師の診断を受けること。 

子供の手の届かない所に保管すること。 

火災の場合は適切な消火方法をとること。 

内容物/容器を廃棄する時は、都道府県知事の許可を受けた専門 

の廃棄物処理業者に業務委託すること。 

 

３ 組成及び成分情報 

単一製品・混合物 混合物 

危険有害成分 

(危険有害不純物） 
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ(IPA と略)  

組  成 化学名又は 

一般名 
濃度範囲（wt%） CAS 番号 

官報公示整理

番号(化審法) 

ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ ６５～７５ 67-63-0 2-207 

有機酸 １～１０ 登 録 既 存 

プロパン ２０～３０ 74-98-6 2-3 

 

４ 応急措置 

吸入した場合 被災者を直ちに空気の新鮮な場所に移動させる。呼吸が止まって

いる場合及び呼吸が弱い場合は、衣類をゆるめ呼吸気道を確保し

た上で人口呼吸を行なう。保温、安静を保ち、速やかに医師の手

当てを受ける。 

皮膚に付着した場

合 

汚れた衣類を脱ぎ、多量の水で洗い流す。皮触に炎症を生じた時

は、医師の手当てを受ける。 

目に入った場合 清浄な水で最低 15 分間眼を洗浄した後、直ちに眼科医の手当てを

受ける。洗眼の際、まぶたを指でよく開いて、眼球、まぶたのす

みずみまで水がよく行きわたるように洗浄する。ｺﾝﾀｸﾄ着用の場

合、容易に外せる場合は、外してまぶたの裏まで完全に洗浄する。 

飲み込んだ場合 水で口の中を清浄にし、直ちに医師の手当てを受ける。 

 

５ 火災時の措置 

消火剤 炭酸ガス・泡・粉末・乾燥砂 

特有の危険有害性 火災によって刺激性で有毒なガスを発生するおそれがある。 

特有の消火方法 可燃性のものを周囲から、速やかに取り除くこと。 

消火を行う者の保護 適切な保護具（防護マスク等）を使用し風上から消火する。 
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６ 漏出時の措置 

人体に対する注意 

事項、保護具及び 

緊急時措置 

作業の際には、適切な保護具（手袋、防護マスク、エプロン、

ゴーグル）を着用する。 

環境に対する注意 

事項 

本製品を環境中（水域、土壌）に放出してはならない。 

封じ込め及び浄化の 

方法及び機材  

回収、中和：乾燥砂、土、その他不燃性のものに吸着、又はウ

エス等で拭き取り、密閉容器に回収する。 

二次災害の防止策：漏出付近にロープを張って関係者以外の立

入りを禁止する。また、火気厳禁の処置をとる。 

 

７ 取扱い及び保管上の注意 

取扱い 技術的対策：周辺での火気、スパーク、高温物の使用を禁止する。 

静電気対策のために、装置、機器等の接地を確実に行う。 

電気機器類は防爆型（安全構造）のものを用いる。 

工具は火花防止型のものを用いる。 

局所排気を行い、換気の良い場所で取扱う。 

安全取扱注意事項：容器はその都度密閉する。皮膚、粘膜又は着衣に触れた 

          り、眼に入らないように適切な保護具を着用する。 

接触回避：強酸化剤、強塩基と混合接触させてはならない。 

その他 ：裸火又は他の着火源に噴霧しないこと。 

     使用後を含め、容器に穴を開けたり燃やしたりしないこと。 

保 管 安全な保管条件：火気、熱源から遠ざけて保管する。 

湿気を避けて直射日光が当たらない通風の良い屋内貯蔵

所に保管する。子供の手の届かない所に保管する。 

混触禁止物質：酸化性物質、強塩基と同一場所に置かない。 

安全な容器包装材料：移し変えてはならない。 

 

８ ばく露防止及び保護措置 

許容濃度 IPA ：400ppm（日本産業衛生学会勧告値）（原料ﾒｰｶｰ SDS：2016/4/4 による） 

有機酸 ：設定されていない 

プロパン：設定されていない 

設備対策 火気厳禁の措置をとる。 

排気の為の装置を設置する。 

保護具 呼吸器の保護具：有機ガス用防毒マスクを着用。 

手の保護具：保護手袋を着用する。 

目の保護具：保護眼鏡を着用する。 

皮膚及び身体の保護具：有機溶剤又は化学薬品が浸透しない材質の保護具

を着用する。 

 

９ 物理的及び化学的性質 

外 観 物理的状態：気体 ／ 色：無色透明（プロパンを除いた原液） 

臭 い 特異臭 
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沸点,初留点及び 

沸騰範囲 

ＩＰＡ：82℃（プロパンを除いた原液） 

引火点 12℃（プロパンを除いた原液） 

密 度 0.79／25℃（プロパンを除いた原液） 

溶解度 ＩＰＡ・有機酸：水に任意の割合で溶ける 

n-ｵｸﾀﾉｰﾙ/ 

水分配係数 

有機酸：log Pow＝-0.6 

自然発火温度 ＩＰＡ：399℃ 

 

10 安定性及び反応性 

反応性 通常の使用では危険な反応はない。 

化学的安定性 通常の取扱いでは安定。 

避けるべき条件 熱、火花、裸火、高温、静電放電および衝撃又は混触危険物質と

の接触により、引火し火災の危険性をもたらす。 

混触危険物質 強酸化剤、強アルカリ 

危険有害な分解 

生成物 
一酸化炭素、二酸化炭素 

 

11 有害性情報 

急性毒性 ＩＰＡ：LD50（経口）ﾗｯﾄ  5280mg/kg  

   ：LD50（経皮）ｳｻｷﾞ 12870mg/kg 

：LC50（吸入）ﾗｯﾄ  16000ppm/8h  

有機酸：LD50（経口）ﾗｯﾄ  3730mg/kg 

皮膚腐食性及び 

皮膚刺激性 

ＩＰＡ：ｳｻｷﾞを用いた皮膚刺激性試験で刺激性なし、又は軽度の 

刺激性の報告がある。ヒトでのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ及びｱﾙｺｰﾙ中毒患 

者の治療のため皮膚適用した試験では刺激性を示さな 

い。EHC103(1990) 

有機酸：重篤な皮膚の腐食性を示す。 

眼に対する重篤な 

損傷性又は眼刺激

性 

ＩＰＡ：ｳｻｷﾞでの眼刺激性試験では軽度から重度の刺激性の報告 

はあるが、重篤な損傷性は記載されていない。 

EHC103(1990)，PATTY(6th,2012) 

有機酸：重篤な眼の損傷性を示す。 

呼吸器感作性又は 

皮膚感作性 

データなし 

生殖細胞変異原性 データなし 

発がん性 ＩＰＡ：IARC71（1999）でｸﾞﾙｰﾌﾟ 3、ACGIH (7th,2001)で A4 に 

分類されている。 

生殖毒性 ＩＰＡ：ﾗｯﾄの経口投与による 2世代試験では親動物に一般毒性 

影響（肝臓及び腎臓の組織変化を伴う重量増加）が認め 

られる用量で雄親動物に交尾率の低下、児動物には生後 

に体重の低値及び死亡率の増加が見られた。 

PATTY(6th,2012)，SIDS（2002） 
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特定標的臓器毒性 

（単回ばく露） 

ＩＰＡ：ヒトで急性中毒として中枢神経抑制（嗜眠、昏睡、呼吸

抑制など）、消化管への刺激性（吐き気、嘔吐）、血圧、

体温低下、不整脈など循環器系への影響を含み、全身

的に有害影響を生じる。また吸入ばく露により、鼻、 

     喉への刺激性（咳、咽頭痛）を示す。EHC103(1990)、 

     環境省ﾘｽｸ評価第 6巻（2005） 

特定標的臓器毒性 

（反復ばく露） 

ＩＰＡ：ﾗｯﾄに本物質の蒸気を 4 ヶ月間吸入ばく露試験で、

100mg/m3 以上で白血球数の減少が見られ、500mg/m3

群では呼吸器（肺、気管支）、肝臓、脾臓に病理学的

な影響が認められた。EHC103(1990) 

吸引性呼吸器 

有害性 

データなし 

 

12 環境影響情報 

生態毒性 ＩＰＡ：LC50(96hr) 魚類（メダカ）>100mg/L 

（環境庁生態影響試験 1997） 

残留性・分解性 ＩＰＡ：急速分解性あり。 

有機酸：分解性良好。 

生体蓄積性 データなし 

土壌中の移動性 データなし 

ｵｿﾞﾝ層への有害性 ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書に記載されている物質の使用はない。 

 

13 廃棄上の注意 

・ 廃塗料、容器等の廃棄物は、許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処

理を委託する。 

・ 容器、機器装置等を洗浄した排水等は、地面や排水溝へそのまま流さない。 

・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても、廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律及び関係する法律に従って処理を行うか、専門業者に処理を委託する。 

・ 廃棄物の種類：内容物（液体）：燃えやすい廃油（特別管理産業廃棄物） 

金属容器（噴射させて内容物を完全に取り除いたもの） 

：金属くず（安定型産業廃棄物） 

キャップ：廃プラスチック類（安定型産業廃棄物） 

 

14 輸送上の注意 

国連番号 １９５０ 

品名(国連輸送名) エアゾール 

国連分類 ２－１（高圧ガス・引火性） 

容器等級 ―― 

海洋汚染物質 非該当 

陸上輸送 消防法、労働安全衛生法、毒劇法に該当する場合は、法令の輸送

について定めるところに従う。 

海上輸送 船舶安全法に定めるところに従う。 

航空輸送 航空法に定めるところに従う。 
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15 適用法令 

・消防法：危険物第 4類ｱﾙｺｰﾙ類、危険等級Ⅱ 

・危険物船舶輸送及び貯蔵規則：高圧ガス・引火性のもの（クラス 2.1） 

・化審法：優先評価化学物質（ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ） 

・有機溶剤中毒予防規則：第 2種有機溶剤（ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ） 

・労安法：表示・通知義務対象物質（ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ） 

・PRTR 法：非該当 

・毒物及び劇物取締法：非該当 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従う。 

 

16 その他の情報 

出 典 原料メーカーのＳＤＳ 

ＮＩＴＥのＧＨＳ分類結果データベース 

その他 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発生、及び石綿の使用は無い。 

 

 

【注意】 

  ・記載内容は現時点で入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、情報

の正確さ、完全性を保証するものではありません。尚、新しい知見により改訂さ

れることがあります。 

  ・注意事項は通常の取扱いを対象としたものです。特別な取扱いをする場合には、

用途・用法に適した安全対策を講じた上で実施願います。また、本製品を本来の

用途以外に使用しないで下さい。 


